
【学校管理の活動】⇒【市教委管理の活動】 
１ 指導者確保 
 ①教員の活用（教員の兼職・兼業制度整備） 
 ②部活動指導員の活用 
 ③競技団体等との連携による人材発掘 
 ④⺠間事業者の活用 
※国は、教員の働き方改革を進める市教委が、

部活動指導に教員を活用することを想定して
いない 

⇒市教委管理の活動で教員を活用するのは、教
員の受け皿が出来るまでの移行期間に限定 

【市教委管理の活動】 ⇒ 【地域主体の活動】 
１ 地域主体活動の担い手整備 
 ①既存団体（競技団体等）の活用 
 ②地域総合型スポーツクラブの新設 
 ③⺠間委託 
 ④生涯スポーツ・文化活動の一環として整備 
  （文化・スポーツ部、財団等） 
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【地域主体の活動】 
 ＝ 『教員への依存を低減した活動』 
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１ 部活動指導を希望する教員数 
（R4.4 月にアンケートを実施済み） 
 ①小学校教員の 101 人、中学校教員の 198

人が、兼職・兼業制度を利用して、部活動
指導を希望（条件次第も含む） 

 ②中学校で週末に活動している部活動数は、
運動系 153 部、文化系 28 部 

 ③部活動を担える部活動指導員数は、50 人 
⇒ソフトテニス、卓球、ハンドボール以外は、

教員と部活動指導員とで、指導者確保の見
込。３種目は、競技団体から協力を得られる
見込み有。 

２ 費用負担の在り方 
 ①受益者負担にするべきかどうか 
３ 異動等に伴う指導者不足への対応 
 ①近隣校への活動に参加＝拠点化方式 

１ 想定される地域主体活動の担い手 
 ①競技団体（ハンドボール） 
  ・全市の希望生徒を対象に、３拠点（学校）での活動を実施 
 ②地域総合型スポーツクラブの新設（NPO 法人プライズアウト） 
  ・１中学校区程度をカバーする規模で新設 
 ③兼職・兼業教員（サッカー） 

・チームが組めない地域の部活動顧問が中心となって、地域・種目を限定して実施 
 ④スポーツ・ふれあい財団、市⺠文化財団 
  ・生涯スポーツ、生涯文化活動の一環として実施 
 ⑤保護者 
  ・社会体育の一環として、地域・種目を限定して実施 
２ 地域移行の進め方 
 ①生徒、教員、保護者等の意識改革 ⇒ 丁寧な説明 
 ②新たなニーズ（複数種目への参加、サークル的な活動、基礎体力向上、新種目）への対応 

【春日井市の休日部活動（中学校）の方向性（案）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

休日部活動の切り離し（令和４年度） 地域移行準備（令和５年度〜令和６年度） 地域移行（令和７年度〜令和８年度） 時
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